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地震・津波や武力攻撃などの発生時に
備え、次のとおり情報伝達訓練を行いま
す。この訓練は、全国瞬時警報システム
（Ｊアラート）(※)を用いた訓練で、湯
浅町以外の地域でも様々な手段を用いて
情報伝達訓練が行われます。
（１）訓練実施日時　　
　　　５月１６日(水)
　　　１１時ごろ

３月15日(木)、東京都渋谷区国立オリンピック記念青少年総合セ
ンターにおいて、湯浅町家庭教育支援チーム「とらいあんぐる」が文
部科学大臣賞を受賞しました。
この賞は、全国から25団体が選ばれ表彰されるもので、「とらい

あんぐる」の10年にわたる活動内容と実績が評価され、今回の受賞
に至りました。

防災行政無線などを用いた情報伝達訓練の実施

湯浅町家庭教育支援チーム　文部科学大臣賞受賞

（２）訓練で行う放送試験

情報伝達手段 放送内容

防災行政無線

町内４９か所に設置してある防災行政無線か
ら、一斉に、次のように放送されます。
【放送内容】
上りチャイム音
「これは、テストです。」×３
「こちらは、ぼうさいゆあさです。」
下りチャイム音

（※）Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃
などの緊急情報を、国から人工衛星など
を通じて瞬時にお伝えするシステムです。

総務広報課 地域防災係（16番窓口）

☎６４－１１０８
お 問 い
合わせ先
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平成30年度
出張年金相談のお知らせ

実 施 日　平成30年6月7日（木）
実施時間　１０時～１５時（最終受付１４時）
場　　所　湯浅町役場　１階　多目的室
予約受付　和歌山西年金事務所　お客様相談室

　　　　　☎073－447－1660

注１）出張年金相談では、主に年金給付に関
する相談のみとなります。国民年金保
険料の徴収、厚生年金適用関係の届書
の受理等は行えません。

注２）出張年金相談は完全予約制となってい
ます。予約が定員を上回った場合は、
受付を中止させていただきます。

和歌山西年金事務所が、湯浅町で偶数月第１木曜日に出張年金相談を行います。相談は完全予約
制となっていますので、和歌山西年金事務所にお申し出ください。なお、その際は、基礎年金番号
や相談内容について確認します。本人以外の方がお越しになる場合は、委任状が必要になるケース
がありますので、事前に年金事務所でご確認ください。

▶　普段、役場で受け付けてもらえない書類の提出が出来る
　　　厚生年金に加入していた人や、第３号被保険者期間のある人の年金請求、遺族厚生

年金の請求など、役場を経由しない請求書等の提出ができます。年金の請求には、そ
れぞれの年金加入状況にあわせて異なる添付書類が必要ですので、ご予約の際に確認
しておくことをお勧めします。

▶　将来の年金受給見込額の試算をしてもらえる
　　　年金の受取額は、それぞれの年金加入状況やもらい方（繰上・繰下請求）によって

かわります。年金事務所への直接来訪、ねんきんネットを利用する方法などがありま
すが、この機会に、将来の生活設計の参考に、確認してみてはいかがでしょうか。なお、
見込額試算は、５０歳以上の方に限られます。

▶　個別の年金加入状況に応じた年金相談が受けられる
　　　年金は、加入状況や納付状況、生年月日など、様々な条件が組み合わさった仕組み

です。出張年金相談では、日本年金機構の保有する年金加入状況を元に、個別の事例
に応じた相談が受けられます。

出張年金相談のメリット
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